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多摩教文研では、教育に関わる情報や課題を集め「多摩教文研が考える未来像」として提言を発信していく活

動をしています。

＜枡形山広場の学童疎開記念碑「輝け杉の子像」＞

生田緑地の枡形山広場に学童疎開記念碑「輝け杉の子

像」があります。昭和60(1985)年10月19日に川崎市学童疎開記

念碑建設実行委員会によって除幕式が行われました。

学童疎開は昭和19（1944)年６月30日に閣議決定され、国民

学校初等科３～６年生について実施されました。川崎市は７月

28日、緊急校長会を開き、35校中、24校の集団疎開先を決定し

ました。

・川崎北西部 ４校1100余名

大島（柿生）、桜本（生田）、小田（登戸・稲田）、渡田（向丘・橘）

・大山地区 ９校3200余名

平間・向・富士見・旭町・五川・宮前・御幸・大師・住吉

・大山地区をのぞいた中郡 ９校2300余名

南河原（大田村）、日吉（旭・金田村）、田島（神田村）、幸町（日々多村）、川崎（岡﨑・金目村）、

新町（豊田・城島村）、前沼（成瀬・相川村）、川中島（伊勢原町）、高津（高部屋村）

・津久井郡 ２校500余名

中原（吉野町・佐野川・沢井・名倉・日蓮・小渕村）、大戸（与瀬町・千木良村）

総勢7100余名の児童は、同年８月15日から24日の間（津久井郡は翌20年５月）に川崎を出発、20年９月、終戦に

よる疎開解散に至るまで疎開生活を送りました。

碑文によると、この像は、「名状し難い困苦の中から祖国の再建を期する当時の幼い子らの姿を現し、困難な中

で引き受けられた全地域の方々への感謝と、平和への誓いをこめて、当時の児童教職員、現教職員、一般市民、

そして川崎市の協力によって疎開解散40周年を記念して、当時桜本国民学校が疎開していた鍛錬道場のあった

当桝形山に建立した。像の製作者は川崎市在住の圓鍔元規氏である。」とのことです。

現在の枡形山は、子どもたちの自然観察や、親子が笑顔で過ごす憩いの場所となっています。



＜ウクライナ難民支援の募金活動＞

４月より休日を中心に駅頭にて「ウクライナ難民支援の募金活動」を始めました。

ロシアが２月24日にウクライナに攻め込み、戦争が始まりました。およそ２ヶ月が経過

しています。報道にあるように、によって多くの市民や子どもたちが多大な被害を受

けています。国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）によると、４月11日までにウクラ

イナから避難した人の数が450万人を超えたと明らかにしました。一刻も早い停戦を

望みますが、今後長期にわたって難民の生活支援や教育支援が想定されます。そ

のため、難民支援のための募金活動が必要です。多摩教文研の初回の募金活動

においても、大人から幼いお子さんまで募金をしてくれる姿があり、あらためて必要

性を強く感じました。おそらく元の生活に戻るまでには、数年以上がかかることでしょ

う。これからもウクライナの市民や子どもたちに寄り添った支援が必要です。

＜多摩教育文化研究所が考える未来像＞


